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はじめに

 伊澤エイ(1885～1965)は 明治43年 姉, 藤村 ト
ヨの経営する東京女子体操音楽学校を卒業後, 坪

井玄道の助手を務めダンスに携わる。以来半世紀, 

女子の体育一一筋に生きその歴史を身をもって築き

上げた一人であった。特に学校体育のダンスの分

野にあっては ドイッ留学の成果を生か し自然運動

を基盤とする260余 の体育ダンス ・唱歌遊戯を創

作 し指導 している。伊澤に関する先行研究書は, 

女性体育史研究会編 「近代 日本女性体育史』一自

然運動の紹介 と実践・伊澤エイー(日本体育社1981)

及び, 伊澤やゑ子著 『伊澤エイの生涯』(参 歩企

画1981)が ある。前者は教育者としての伊澤の業

績と女子体育史上における位置づけを明 らかにし

たものである。後者は伊澤の生涯を通 しての肖像

と輪郭を公私の目を交えなが ら多面的に述べ, 伊

澤エイの人間像を促えたものであるといえよう。

その他の研究論文としては 『伊澤エイに関する研

究(1)～(5)』『伊澤エイの作品に関する研究(1)～(2)』

がある。(注1先 行研究一覧参照)こ の内 『伊澤
エイに関す る研究(1)』に関 しては, 教育者伊澤の

足跡をみながらダンス理念確立に至るまでの概観

る述べている。(2)はドィッ留学期における伊澤の

活動と思想を詳 らかに したもの, (3)以降はダ ンス

作品分析をもとに作品における動きの実際をみた

ものである。以上がこれまでの伊澤に関す る研究

著書及び論文であるがこれらの内, 「伊澤エイの

生涯』以外は, 断片的なテーマによる, 各論であ

り, 総合化 されたものにはされていない。そこで

本研究はこれらを踏まえた上で, 伊澤のダンス観

に焦点を定め, 伊澤のダンスに関す る総括的な研

究として, その思想形成過程を歴史的に掴み, 伊

澤の提唱 した自然運動, 基本運動及び動きの実際

や指導の実際など, ダンス観に関わる要因を把握

す る。更に, ダンス理念の中核となるものを抽出

し, 伊澤のダンスの全体像に迫ろうとするもので

ある。

1.足 跡 一ダンス観形成過程一

 伊澤のダ ンス観をみるに当り, 約40年 に渡る活

動期間をその主旨と内容の観点か ら大 きく三期に

分割 して考察 してみた。(資 料1参 照)

(1)留 学時代

伊澤のダンス理念確立の時期

 (2) 帰国後から昭和20年 代

 自然運動を提唱し学校 ダンスにおける

 その普及 と浸透に努め た時期

 (3)昭 和30年 代
 一方 の活動領域である体操界での

 活動がめざましくなる時期

考察に際して先行研究 「鐸 エイの生勘 「伊

澤エイに関する研究』(1)及び(2)を踏まえながら, 

また伊澤の 「日記』 「学校体育』(3月 号～8月

毒)を 参考にすすめた。

 (1)留 学時代

 東京女子体操音楽学校で教鞭を執っていた伊澤

は, 学校ダンスの在り方やその理想とする方向を

求め, ドイツへ留学する。ベル リンでは姉, 藤村

トヨと共に生活 し研修を積んだ。 ドイツでの研修

内容については先行研究『伊澤エイに関する研究

(1)』に基づいて考察を試みた。 これによるとベル

リンでは, ヴィグマ ンシューレとボーデの体操実

施 コースを定期に受講し, 受講時間も一番多 くな

っている。ヴィグマ ンシューレでは夜学コース(夜

6時 から9時 まで)を 選び基本的な運動を学んた

とある。また毎週土 ・日曜にはヴィグマ ンシュー

レより講師を招き動きの個人教授を受 けている。

ボーデの体操実施 コースも同じく実技の他に宿舎

に講師を招きボーデの表現体操について解説書に
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よ る指 導 を受 け て い る。 これ らの 他 ドロ テ ァ ・シ

ュ ミッ トの タ ン ツ部, テ ス マ ン式 体 操, カ ール マ

イ ヤ ー(Hedwing Kallmeyer 1881～), メ ンゼ

ンデ ィ ー ク(Bess Mensendieck 1864～1959)な ど

の各 学 校 で も学 ん で い る。 ま た ロ ン ドン ・パ リに

も訪 れ 当 時 の 体 育 事 情 を視 察 して い る。

当 時 の ドイ ッ は ドイ ツ ギ ム ナ ス テ ッ ク連 盟(De-

utschen Gymnastik BunLd-1925結 成 一)設 立 直

後 に当 り, ボ ー デ(Rudolf Bode 1881～1970)

ラバ ン(Rudolf V Raban 1979～1958), ヴ ィ

グマ ン(Mary Wigman 1886～1973), カル マ

イ ェ ル, メ ンゼ ン, デ ィ ー ク らの 新 体 操(Neue-

Gymnastik)各 派 が 結 集 し, その統 一 精 神 の も と

は な ば な し く活 動 を 開 始 して いた。 伊 澤 は この 只

中 で 女 子 の 身体 的, 精 神 的 素 質 を 重 視 し, そ れ に

応ずる新 しい律や美を追求 し, しかも科学的な基

礎をもっこの運動に, 強 く感銘 し, 従来の形式化
・固定化 した体操にとって代わるべきものである

と確信 した。中でもボーデの表現体操に注目した

伊澤は限られた研修期間中に出来るだけ多 くを学

び取ろうとけん命であった事が当時の日記に綴 ら

れている。

 そのほか, メリーヴィグマンの公演を見る機会

を何度か持ち, その崇高なる舞踊に感激 した伊澤

は, 「その動 きの立派さは拙い筆では表現できな

い。世界的な舞踊家の踊りとは観衆にこびる点は
一つもなくひたすら芸術に生きる神のような心境

7

であらわれると推察できる。」と後に述懐 してい

る。そして, ヴィグマ ンを芸術としての舞踊のひ

とつの頂点 と定め, 自らもあの域までと, 理想を

揚げていた事が 日記より読みとることができる。

しかしなが ら学校体育の立場にある伊澤は, 芸術

の域までの理想を揚げながらも, まずは自然運動

法による身体づ くりが第一義であり, それを学び

帰 ることが使命と, ドイッの各学校では基礎的な
コースを選択し動きの習得に励んだ。伊澤はこの

留学期における研修 と体験を基盤に帰国後は学校

ダンスにおける活動に一層の自信 と使命感を持 っ

て進むこととな り, 伊澤のダンス理念はほぼこの
8

留学期に形成されたとされている。

(2) 帰国後より昭和20年 代

 昭和4年3月 に帰国 した伊澤は, 緊張 ・解緊運

動を主体にした自然運動法を体操音楽学校の授業

をは じめ各地での講習会で紹介, 指導を行 った。

けれども, 当時の身体硬直著 しいスエーデン体操
一色の状況にあっては, なかなか容易には受け入

れ られなかった。 しか し, 伊澤は女子の本質に呼

応 した優美な律動運動は, 女子の体位向上のみな

らず, 豊かな情操 と自我の覚醒という女子体育の

原点ともいうべき課題を明確に打ちだ している事

を力説 し, また姉, 藤村 トヨのスエーデン式体操

に対する批判や大谷武一 らの協力, 更には, 昭和

4年 秋の明治神宮大会における律動感あふれる集
9

団演技発表などによって, 自然運動は徐々に評価

を集める方向性をもった。また, 昭和6年 『体育

ダ ンス 』..(目黒 書 店), 昭 和10年 『体 育 ダ ンス と
10

唱歌遊戯 』(目 黒書店)で 合わせて80曲 のダンス

作品を発表 し, 作品を通 して自然運動の紹介 とそ
の指導方法を解説 している。次いで昭和11年 『師

11

範大学講座盤育第九巻体育舞踊』(宮辺書店)「現

代学校体育全集小学校編第七巻小学校唱歌行進遊
12

戯 コ(成 美社)昭 和12年 『師範大学講座盟育改正
13

髄育教授要目解説第五巻唱歌遊戯及行進遊戯 コ(健

文社)を 出筆 しダンス作品と共に, 女子の基礎的

な身体づくりにおける自然運動法の導入とその意

義を明らかにしている。ようや くこの頃(昭 和20

年)よ り自然運動 も理解されはじめ, 文部省の伝

達講習や解説書などにも, 伊澤の自説を入れて指

導に当たるようになった。

 戦後発 布 された指導要綱に先がけ, 伊澤 は

学校体育指導要綱調査委員を文部省より委嘱され, 
14

「学校体育指導要綱解説ダンス編 』(日 本体育指

導者連盟編)を まとめた。 ここで伊澤は, 自然運

動の特徴 と効果について述べ, 「自然運動は身体の

動きの自由性 と感情の表現を主とする運動には軽
15

視することの出来ない運動法である。」とし, 指

導者は 「自然運動と基本ステップを勘案 して, 各
々に適応 した教材を創作すると共に, 一方児童に

もこれ ら基本指導によって, 各 自模倣表現より感

情表現を自由な らしめ漸次創作的表現に導き, 身

体の自然的動きの美を発揮させ, ダンスの創作な
16

し得るまでに導 くのである。」とその方向性を示

している。またこの時期従来のダンスが創作ダン

スとして発展するにあたり, それらが表現 ・創作

のみに走ることを憂慮 した伊澤はこれまで実践 し

てきた自然運動をダンスの基本運動 として体系化
17

し, その指導法を明らかにした 「学校ダンズ』(金

子書房1950)を 出版した。 ここでは, 「ダンスを

教えるのに基本を無視したり, 模倣ばか りで終っ
たのでは, 何年苦労して も上達は覚束なく, ほん

とうに踊 らせることも, また, 創作させることむ
18

無理である。」と強調 している。更に, この基本

運動をすすめた段階としての作品集 「新学校ダン
19

ス』(金 子書房1954)を まとめ, 既成作品を通 し

て身体づ くりと感情表現の習得を目ざした。

 伊澤が帰国後より学校ダンスを基点に活動を続

けたこの期間を全体的にみてみると, ドイツより

学び帰った自然運動を提唱 し, 出版に実技指導に

また150曲 にのぼるダンス作品を創作するなど非

常に精力的な活動 であったといえる。昭和20年 代

に入ってか らはようや くそれ らが認め られ文部省

の委嘱も受けるようになったが, 20年代後半には

指導要領改訂に伴い次第に学校ダンスが創作ダン
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ス中心の指導法へと推移 し, 創作 ダンス推進によ

る身体運動の軽減化を危惧す る伊澤とは相反する

状況が生まれた。 しかし全体を通 して帰国後か ら

この昭和20年 代までは留学時に確信 したダンス理

念を実践化した充実期であったといえよう。

(3)昭 和30年 代

この時代の伊澤は一方の活動領域でもある体操

の分野での活動が目ざましくなる。社会的にも東

京オ リンピック(昭 和39年)に 先がけマスゲーム

や手具運動が盛んに行われ, 伊澤の作品の中にも

それ らは増えている。(資 料2参 照)ま た, 東京
20

オ リンピックにおけるマスゲー云は伊澤が直接構

成演出を担当 し, 新体操競技の前身である団体徒

手体操の実行委員長, 審判長も務め, 昭和38年 に

は日本体操協会副会長に就任するなど体操界にお

ける役職がふえている。
ダンスの分野では, 昭和39年 に 「図説体育ダ ン

21

ヌ』(新 思潮社)を 出版 している。これは昭和6
22

年, 帰国後最初に弊表 した作晶集 『体育ダンズ 』
23

と昭和10年 の 『体育ダンスと唱歌遊戯』の改訂版

である。伊澤はその序文において, 創作を重視す

るダンスによって創作 ダンスの隆盛を見る反面そ

の体育的価値が軽滅されつつあると当時の学校ダ

ンスの在り方を批判 し.敢 えて昭和初期の体育ダ
24

ンスを復活させた旨を語っている。戦後より学校

ダンスが表現 ・創作重視へと方向転換する中にあ

っても終始その姿勢を変えずこの時代 も一貫 して

自然運動法に基づ く舞踊する身体づ くりを主張 し

っづけていたと言えよう。

先行研究を踏まえながら見直してきた伊澤のダ

ンス観形成過程より次のような考察を導き出すこ

とが出来た。帰国後より学校体育において, 身体

づくり重視のダンスー筋にすすんできた伊澤であ

るが, 伊澤個人としては, ドイツ留学当時に感銘

を受けたメリーヴィグマ ンの舞踊を理想とし 「い
25

ずれはあの域まで」と考えていたことも明 らかで

ある。つまり, 伊澤の内には学校ダンスと芸術 と

してのダンスの区別が明確に在り, それぞれへの

志向がありながらも, 伊澤は自身の使命である学

校ダンスにおける目的追究を最優先させたという

ことができる。

2. 「自然運動」のとらえ方

伊澤の 「自然運動」のとらえ方 にっいては 『学
26

校体育指導要綱ダンス編 』に主にまとめられてい

る。それによるとその 「自然運動」とは ドイツ留

学より学び帰ったもので, ドイツギムナスティッ

ク連盟の提唱する理念 と地盤を共にするものであ

るという。 ドイツギムナスティック連盟の統一精

神とは以下のようにまとめられている。

(1) 人間の自然性を尊重する。自然に億h, 運

動を選ぶにも自然生活に則したものを選べ。

(2) 児童生徒の心理に則 して行 う。

(3) 従来よりも運動を自由に行わせる。

(4) 運動は分解的なものを避け総合的なものを

選ぶ。

(5) 人間を部分的に見ず, 人格的統罷 として眺

め, 之を自己表現的 ・自己創造的に指導する。

(6) 従って律動を重ん じ, 音楽が活用される。

(7) 緊張と弛緩の交互性を重視する。
-二 宮文右衛門, 今村嘉雄, 大石峯雄共著

27

「罷育の本質と表現髄操臼』

(目 黒書 店1933)よ り-

この人間の自然性に則 して体育す るという新 し

い自然主義思想に共鳴 し啓発された伊澤は, ボー

デの表現体操(「 音楽を体操に随判させ全身表現

である運動の流動的プロセスを重視 し, 表現体操
28

を緊張と弛緩の リズムにおいて促えようとした。」)

を基礎に実践を重ねている。 しか し実際には, 欧

米の婦人 と我国の女子は, 体格, 体質, 習慣に於
いても非常な相違のあることは言うまでもないと

して, 現状に照 して慎重なる研究のもとに改良 し
29

たと伊澤は述べている。伊澤のいう自然運動とは, 

「科単的な目地よの身体の動去葬研窄 た某太渾
30
動」であり, 1身体各部の部分的連動から次第に

調和的動きに導き自由自在に活動なし得る基礎を
つ くるのである。これが指導の徹底は身体をつ く

る上でも又ダンスの成果をあげるためにも重要な
釘

ことである。」とその重要性を述べている。そし

て, 1.緊張と解緊, 2.重心移動の自然性, 3弾 性, 

4.身体各部の伸縮, 5.躯幹の自由性, 6.四肢と躯

幹の釣合.7一 揮動のアクセ ント.8.創 造件の培春, 
32

9.ステップの自由性, 10創作の根幹, の観点より

その特徴と効果を述べることで, 自然運動の意義

を強調 している。中でも 「緊張と解緊」は, 自然

運動の本質 ともいうべき運動で, あらゆる動きの

源泉となるものであり, これによって動きの経済

性に基づく合理的な運動が生まれるとしている。

この自然運動の指導実践に当っては, 1.緊張6解

緊, 2.振動, 3弾 性, 4.蛇動, 5.重心移動(ス テ

ップ跳躍)な ど5つ の運動要素を中心に対象学年

に応 じて, 先の自然運動の特徴と効果を踏まえな

がら解説がなされている。また各練習とも部分的

な運動か ら全身の調和的なものへ と導かれ, 最後
34

に, 5参 考作品による完成が目ざされる形式 とな

っている。伊澤の自然運動のとらえ方は, 前述の

ように, ドイツギムナスティック連盟の精神を踏

え, 実践的にはボーデの表現体操を基盤に行われ

た。 しか し伊澤はボーデの表現体操を理想としな

が らも, 飽 くまでもそれを高次のものとしてとら

え, 即時の実践化は早急であるとし, 当時の実情

に鑑みまずは 「緊張と解緊」の律 に基づ く自然運
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動法の体得 と, それによる身体づ くりを目ざ して

紹介, 奨励 したものであったと言えよう。

3.ダ ンス作品にみる 「ダンス ・ムーブメン ト」

の実際

伊澤のダンス作品はその生涯を通 じて260余 を

数えるが, 今回の分析対象作品は次の2作 品集(57

作品)と した。
・『体育ダンス』(目黒書店1931.1)38作 品

(35資料3参 照)
・『新学校ダ ンス』 〔金子書房1954.4)

(36資料4参 照)

対象作品の選定に当り 『体育ダ ンス』について

は, 伊澤が ドィッよりの帰国直後に創作 した自然

運動紹介の意味をもつ作品集であることから, 自

然運動の本質と特長が密に内蔵され, 表わされて

いるのではないかという仮説をもった。

『新学校ダンス 』は, 伊澤の作品の中でもかな

り進んだ段階のものが集中 しており, 自然運動の

完成を目ざしているものである。ここでの 「動き」

の実際を知ることによって, 伊澤の理想とする 「ダ

ンス ・ムーブメント」を探 りたいと考えた。(検

資料3 『体育ダ ンス』(昭 和6年)よ り

▲ 愛 ら しき
 ピエロ

▲ 遊 びませ う

▲ アルプ ス
の鐘

▲ 蝶 のゆ くえ

資料4 「新学校ダンス』(昭 和29年)よ り

楽 しい遠
足 ▼

輪の流れ ▼

白鳥 ▼
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証 に当り先行研究(5)と(8)を踏 まえなが らすすめ37

た。)

検証方法及び結果考察

(1)両 作品集における作品解説を読解 して動きを

略図化 し, それに舞踊符と呼間数を同時進行させ

て作品全体の動きの流れを略図表記 した。(資 料

5参 照)難 解な動きの解説については, 作品の実

技経験者の補説を参考とした。略図及び舞踊符, 

資料5 一略図化の例 一

資料6 一 運動分類表一

資料7 一帯状図の例一
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資料8 一 表1『 体育ダンス』における主要運動内容 一

(体 育ダンス ・昭和6年)

%
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資料9 呼間数の取扱いは, 田川らによる 『図説ダンスの
38

基本運動 』(新 思潮社1983)の 凡例に則る。

(2) (1)において明らかになった作品の 「動き」の

その主たる運動要素は何であるかを検討し, 運動

要素別に分類 した。運動要素の取扱いは田川ら 『図

説ダンスの基本運動 』に準 じ内容を細分化し記号

を附 した。(資 料6参 照)こ れは, 自然運動の5

つの運動要素を基に内容を更に14の運動に分化 し

たものである。

(3) 各作品における運動要素の展開をみるため, 

運動 と呼間数を帯状図にした。(資 料7参 照)

(4)各 作品における運動要素の表出頻度をみるた

め, 各運動要素毎に実動呼間数を合計 し全体呼間

数との割合をみてみた。(資 料8.9参 照)

 以上の結果 『体育ダンス 』に関 しては資料8表

1で も明らかなように, 「振動運動」の項目が著

しく高 く, 「緊張運動」が非常に低いという傾向

をみた。 この 「振動運動」とは力をぬいて振るこ

とであり, 「解緊」の要素 とリズ ミカルにくり返

すための 「弾性」の要素が関与 している運動であ

る。またこの 「振動運動」習得に伴 う身体的効果

としては, 身体各部の柔軟性の増強とそれによる

身体の可動域の拡張, そしてエネルギーの経済性

に基づ く運動法の獲得などが考えられる。一方 「緊

張運動」の項目が少ない点に関 しては, 伊澤が当

時の硬直的なスエーデン体操一色の状況を鑑み, 

敢えて行わせなかったのではないかと推察する。
これか ら考えられることは, この 『体育ダンス』

において伊澤は自然運動の特性を紹介すると共に, 

特に 「解緊運動」と 「振動運動」を強調すること

によって, 身心のほぐしと柔軟性の増強をね らい

としていたものと思われる。

 『新学校ダンス』については, 資料9表2で 明
らかなように, 「緊張」 「解緊」 「振動」 「蛇動」

「弾性」ともほぼ同じ頻度を示 している。次いで

「バ ランス」 「倒」 「重心移動」 「ポーズ」など

についても片寄りなくみられ, 作品の中に多 くの

運動要素が組み込まれていることがわかる。この

運動内容の充実度は, 自然運動の完成を目ざす作

品集であることの裏づけとも成 り得よう。

 このほか, 作品の略図化 と帯状図の段階で一つ

の特性をみた。作品中に 「2つ 以上の運動要素を

もつ動きのフレーズ」がくり返しみ られる。 しか

もこの 「フレーズのくり返 し」は, 前後に, 左右

に, と必ずシンメトリカルにくり返されている, 

というもので, これによって伊澤は, 片寄りのな
い運動体験に基づ く身体の円満な発育発達を目ざ

し, それを作品化 していたと言えよう。

 以上の作品における 「ダンス ・ムーブメント」

の実際は, 自然運動の本質 と特徴を踏えながらも

当時の状況や目的に応 じて内容が考慮されている

こと, またダンス作品において も, 体育的配慮の

一 表2『 新学校ダンス』における主要運動内容 一

(新 学校ダンス ・昭和29年)
%
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もとに構成され, 常に身体的効果に着目していた

ことがうかがえた。

4.伊 澤のダンス指導法

 (1) 「基本運動」にっいて

 ダンスの基奔運動については, 『学校ダンス』
(金 子書房1951)に 主にまとめられている。また

伊澤の基本運動に関する位置づけや意義について
40

は 『師範大学講座第九巻体育舞踊 』(建文館1936)

にみることができる。ここで伊澤はダンスに限ら

ずあらゆる運動の基礎は体操にあることを明らか
に し 「ダンスに於ける膿操は基礎運動 として重要

な要素であることは当然過ぎる事でありま誓。 」

と述べている。ここでいう体操とは ドイツギムナ

スティック連盟が提唱 している新しい体操をいい, 

自然運動法に基づ く身体運動を示す ものである。

この体操が全ての基礎をなしこれに立脚 してそれ

ぞれ専門の基本運動が行われるべきであるとして

いる。(資 料10参照)そ してダンスにあっては 「腔

操に於いて望む事の出来ない徴細なる動き, 感情

有る動き, リズム的な動42き。」が基本運動の段階

で充分に指導されるべきであると述べている。伊

澤の基奔運動の具体的な内容と指導法は著書 『学

校 ダ ンス 』 に詳 しい。(資 料11参 照)こ れ に よ る

と小学校低学年対象としては 「○遊び」(指 遊び

など)と いう取扱いを している。指導の流れは, 

部分の動きか ら全身的なものへの導き, また個人

の動きか らグループの動きへの発展がみ られる。

その他, 日本の女子の器用性や巧徴性に注目し手

先指先など末端の動きを多 く, 強調的に行わせて
いるのも注目すべき点である。小学校中学年対象

では, 「動きの目標をはっきりさせ動 く意欲と動

資料10 一伊澤の自然運動の位置づけ一

『師範大学講座体育第九巻 一体育舞踊 一』
より作成

資料11 一段階別にみる基本運動内容一覧 一

段階別にみる基本運動内容一覧

『学校ダンス』より作成
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44

きの美を知 らせるよう導きたいのである。」 とい

う主旨のもとに, 手首 ・腕の部分的な緊張 ・解緊

運動にはじまり, 体幹の柔 らかな前屈運動など蛇

動運動の導入ともいえる全身運動を行わせている。

運動要素は緊張 ・解緊運動, 振動運動を主体とし, 
「戯っキも身体の柔軟な時期を無意に過してはな

45
らな い の で あ る。 」 とい っね りい 乞 疋 の しい 勺。

小学校高学年では, 下肢の運動が増え, 脚の緊張
・解緊運動, 振動, 伸縮, ステップ, 跳躍などを

行わせている。またここでの全身運動は表現, リ

ズム遊びとして経験させている。表現にっいて伊

澤は 「表現指導は厳密に言えば指導すべきもので
はな く.威 情教育によって児童の自然表現を誘導

46

すべきであることはいうまで もない。」とその指

針を示 している。しかし表現意欲の乏 しい子供に

よめ自い効果をもた らす為に表現材料の紹介とそ
47

の動きの解説が加え られている。 りスム遮ひにつ

いては, リズムに対する理解力を養 うための指導

法として, 音楽の リズムを身体の各部(手 拍子, 

腕の動きなど)で 促えることから, 身体の総合的

な運動で リズムを表現させる段階までを解説 して

いる。中学生を対象としては, 緊張 ・解緊運動, 

振動, 蛇動(動 揺), 弾性などの基本運動要素が

身体の部分から全身的な運動へと段階的に解説指

導されている。また, その場での動きか ら移動を

伴う動きへの発展 もみられる。高等学校において

は,  「中学校の基本運動の延長であって, それを

徴妙な動き, 高尚な動きに伸ばし, 腕 ・体 ・脚の
繕合は戯ちうん主要運動の結合を練習 し表現の自

48

由を期 したいと思弓。」と基本的には中学生と同

じとしながらも 「基本教材結合運錫」として, 多

様な動きのフレ-ズ を, 数多く練習させることに
より.か なり進んだ段階を目ざしている。また, 

50

集団運動(「 群舞基禾」)の 項目を設け, 相互協

力のもと他との調和を考慮 しながら踊るという集

団運動の特性を理解させ実践指導がなされるよう
にと, その目的と指導法が示されている。これ ら

の他にこれまでの断片的な基本運動をダンス作品

として昇華 したものを各段階に応じた参考作品と

して提示 している。以上が段階別にみたダンスの

基本運動の内容とその指導法である。

 伊澤の基本運動のもつ大きな特質は, 自然運動

を中核としていることである。従って主要運動要

素(資 料12参 照)も 自然運動と同じ緊張 ・解緊, 

重心移動, 振動, 弾性, 蛇動, 各種ステップか ら

成り立ち, 部分的な動きから全身運動への導きも

資料12伊 澤の基本運動における主要運動要素例

1 -緊 張 ・解 緊 一

(緊 張 と解 緊)一 手 首-

『図説ダンスの基本運動 』より

(解 緊運動)-漸 次的 な全身解緊 一

資 料12-2 一弾 性 運 動 一

(弾 性運 動)一 全身の弾み 一 (弾 性運動)一 脚 の弾 み-
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自然運動のとらえ方と同様に基本運動の練習過程

でも必ずみられる。つまり伊澤の基本運動は自然

運動を各成長段階に見合った内容に分化, 編成 し

たものであり, 最終的には, 自然運動法に基づ く

動きの体得を柱に, 徴細なる動き, 感情有る動き, 

リズム的な動きの習得, 並びにそれ らに伴 う運動

効果を重視 したものであったと言えよう。

 (2) 「表現」 「創作」にっいて

 「表現」 「創作」について独自にまとめ られた
伊澤の著作はな く, 実際の創作指導も晩年(昭 和

37年 頃), 断片的に行われていたという程度であ

る。これらに関する伊澤の主張は, 基本運動の頃

で も述べたように, 厳密には指導すべきものでは

なく, 感情教育によって養われるべきものであ署

と して い る。

 伊澤のいう表現とは, 動きの表現性を示す もの
で, その運動特有の表現性を, その動きを体得す

ることによって感知することにある。伊澤はこれ

を実際には既成作品を習得する過程で指導 してお

り, 作品を踊り上げることによってその作品のも
っイメージとの一体化を図った。 この伊澤のいう

表現性追求の観点とボーデの表現体操のそれ とに

は微妙な差異がみられる。ボーデは初歩の段階か

ら動きの表現性を目ざしているのに対 し, 伊澤は

まず動きの習得に重点を置き, 動きの熟練に伴な

う表現性の追求 という方法を打ち出した。これは

儘澤が普及当時の状況や, 感情表出の不得手な日

本人特有の慣習などを考慮 した結果の差異ではな

いかと思われる。

 創作に関 しては 『学校体育指導要綱解説ダンス

鵜』でも少 しふれている。これによれば 「各自模

資 料12-3 一重 心運 動 一

(重 心移動)一 舟底型移動 一

資 料12-4 一振 動 運 動 一

(振 動運 動)一 脚 と腕 一

資 料12-5 一蛇 動 運 動 一

(蛇 動運 動)一 体の前後蛇動 一
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倣表現より感情表現を自由ならしめ漸次創作的表
現に導き自身の自然的動きの美を叢揮させダンス

の創作なし得るまでに導 くのである」と奨励を し

ているものの, その為には自由自在に活動な し得

る基礎の確立が先決であるとしてい馨。つまりダ
ンス創作に至るまでを理想 としながらも, 体育に

おけるダ ンスとしてはまず舞踊できる身体づ くり

を重視し, その上で創作は行われるべきであると

した。実際の伊澤自身による創作指導は昭和37年

頃より, 大学4年 生を対象に始められ, 群舞構成

や動きづ くりの指導が行われ, 創作指導の体制を

整えつつあったという証言を得るに留ま署。従っ

て伊澤の創作に関す る指導法や実践記録は残され

資料13 一 「伊澤の指導の実際」収録内容 一

 まず最初 にダ ンス ウ ォーキ ングといって太鼓

を叩かれ ます と, ダ ンスの ウォーキ ングを始 め

ますが, この ダ ンス ウ ォーキ ングについては, 

こうい う系統の動 きをや った ことのない者 に と

っては大変困難 な技 術で した。

 まず入学 しま して, ダ ンスの授業で いろい ろ

な解 緊を練習 します。 それで, ウ ォーキ ングに

移 ります と, 最初 はみんなが楽 に動 いているよ

うに見えて も, 実 際に経験のな い者 が動 きます

と, ギ クシャ クして屈 伸運動 にな って しまいま

す。 そ こで, だ いたい初心者 はダ ンスウ ォーキ

ングが うま くな るためにそ うとう泣 きます。 私

も泣 いた一人 です。 どんなに先輩 にこうだ と言

われ て も, なかなか それが体得で きなか った。

泣 いた覚 えがご ざいます。

しか し, い ったん足首 ・膝 の力を抜 くことの

要領がっ かめます と, なんだ, こんな ものだ っ

たのか と思 いますが, 何 で もそ うだ と思 います

が, 自分の や りつ けな い ものをや る時 とい うの

は, 緊張 します し, へ たな所で力を入れて肝心

な所で 力を抜 き具合が わか らない ものだ と思 い

ます。 それで, ダ ンスウォーキ ングというのは, 

私の 印象で非 常 につ らか った思 い出を持 ってお

ります。

これ らの基 本 とな る動 きの訓練 か ら自然 に身

体の動か し方, 操作の仕方 が習得 できたのでは

な いか と思 ってお ります。 つま り, あ らゆ る身

の こな しが 自然 に身 につ いて くる。いつの間 に

か身 にっ いて くるとい う訓練 だ ったよ うに思わ

れ ます。 実 際の運動が どの よ うに指導 されたか

を述べ ます と, 自然運動, つ ま り, ドイ ツ体操

を基盤 に してお りますが, その根 本 として緊張
・解緊が徹底 されま した。 その場 で行 う緊張 ・

解緊や一 挙にそれを行 う, また, 徐々に行 うな

ど リズムを変 化 させ ることなど もあ り, 繰 り返

し練習す る うち に, 力の使 い方 がわか って きま

す。 身体 の部 分か ら全身へ と練 習 し, 特に脚部

を解緊 しなが ら足首 ・膝 に身体 の重みを利用 し

て重心 をか け ると自然の弾 みが生 まれ る。つま

り, 弾性運動 が練習 され ます。

 この弾性運動 と組み合わせて振動運動 が体得

されます。 単 なる屈伸運 動を長 く続 け ると疲れ

ていまい, 自然 に無駄 な力を入れ ないよ うにな

ります。 それを きちん と体得 させてか ら, これ

が 自然な弾みで, これが自然な振動運動 なんだ

よとい うよ うな指導 をよ くされま した。

 蛇動運 動はその 中で特 に注 意深 く練 習させ ら

れ ま した。 日本人婦人 の背骨 の固 さを自分の体

験 か ら痛 感 されて いたか らだ と思 います が, 特

にエイはいつ も蛇動, 蛇動 と背 骨の柔か さを注

目 して いま した。 この蛇動で背骨を柔軟 にして, 

ダ ンス表 現の際に微妙で柔か い流れの動 きを引

き出す こ とがで きます。 それを伊澤が思 うので, 

特 に蛇動運動 を強調 して練習 したのだ と思 いま

す。

 重心の移動 も小 さ く, 大 き く, その 場で, ま

たは, ス テ ップ しなが ら回数を重 ねる事で 自然

に体得 したよ うに思います。

 ステ ップを形式化 してお りませんが, 各種ス

テ ップにつ いて はあま り多 く教わ りませんで し

た。(1987.11.)

ておらず明らかにす ることはできなかった。 しか

し翻って伊澤の指導過程をみた場合, その根底に

は自然運動法に基づ く動きの獲得, つまり舞踊で

きる身体づ くりに伴って動きの情緒性が理解でき

れば, 思想感情の表現も自ら自由にできると考え, 

またこの方法が創作に通ずるものと確信 していた

と推察される。

(3)指 導の実際

昭和30年 当時東京女子体育短期大学において実

践されていた伊澤のダンス授業について, 当時の

短大1年 生よりその内容や進行 ・形態などについ

て語って もらいその談を収録 し, これに基づいて

考察をすすめた。(資 料13参 照)

 これ らよりわかる伊澤の指導上の特色は, 一っ

の運動要素が豊富なヴァリエーションをもち, 毎

回異ったヴァリエーションを行いなが ら同じ運動

要素を学習 してい くという方法をとっていること

である。そのヴァりエーションも身体の部分的な

動きから全体へと発展 してい く傾向を呈 し, 同時

ににその場での動きから移動を伴うものへと変化

している。これらを段階的に習得 してゆ くことで

身体の総合的な協応力が高められていったことが

わかる。また指導の進行形態は反復練習によるも

のであったことが明らかになった。特に基本運動

習得の段階においては, 厳格で形式的な訓練法に

よるもので, ある目標水準までの達成が果される

まで反復練習が行われた。 この方法は運動技能の

習得に伴わせ, 身体の鍛練をも兼ねて行われてい

たものと思われ, 体育的運動効果と技能習得とが

同時に満たされる方法がとられていたと言えよう。
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以上のような基本運動習得と並行 して既成作品に

よる動きの練習が行われていた。 この作品練習に

よって, 多様な動きの流れの中でも正確な運動が

できるという身体の操作を学び, またその動きの

持つ表現性をも感知す るまでくり返 し練習を重ね, 

動きと感情を一体化させることによって作品を情

感豊かに踊り上げることを目的とした。

 伊澤のダンス指導の実際が, この既成作品によ

る指導の段階までである事は, 伊澤の著作か らも

明 らかである。 しか し実際的にはこの段階までに

多大な時間が費され, 物理的にも次の創作段階へ

の余裕は残されていなかったものと推察される。従

って伊澤のダンス指導の確立は基本運動から既成

作品による動きの表現指導までであったと言えよ

う。(資 料14参 照)

資料14 一伊澤の指導段階一

伊澤の指導の実際(収 録)よ り作成

おわりに

伊澤のダンス観をみるにあたり, その思想形成過

程を知 り, 伊澤の提唱 し指導 した 「自然運動」「基

本運動」 「表現」 「創作」について把握しながら

考察を試みた。また作品にみる.「ダンス ・ムーブ

メント」の実際や指導の実際についても考え合わ

せた。

 その結果伊澤は, 常に体育的な観点でダンスを

とらえ, 自然運動を基本にしたダンスの体育的価

値と効果を終始追究 していたことが明らかになっ

た。伊澤のいうダンスの体育的価値と効果とは, 

体育の他の種 目では望めない繊細で感情豊かな リ

ズミカルな動きを身につけることによって, 成長

過程にある女子の身心の円滑な発育発達を促すこ

と に あ っ た。 そ して 更 に, 動 け る身 体 を も って ダ

ンス創 作 へ と導 か れ て 行 くこ とを理想 と して いた。

以 上 が 本 研 究 で確 認 した伊 澤 の ダ ンス観 と い うこ

と がで き よ う。 伊 澤 が最 終 的 に は ダ ンス創 作 を理

想 と して い た こ とは, 留 学 当時 に 出合 った メ リー

・ヴ ィグ マ ンの舞 踊 を ひ とつ の頂 点 と定 め, それ

に 向 う指 針 を持 ちつ づ け て い た こ とか ら もわか る

が, 現 実 的 に は学 校 体 育 に お け る ダ ンス の使 命 を

果 す べ く追 究 を つ づ け た こ とに よ って, 伊 澤 の 内

面 に在 った 頂 点 へ の志 向 は知 らさ れ な い ま ま に終

っ た と言 え よ う。 今 後 は こ の メ リー ・ヴ ィグ マ ン

に向 う視 点 よ り伊 澤 の ダ ンス観 を追 究 し, よ り充

実 した もの に した い と考 え る。

謝 辞

お わ り に本 研 究 論 文 作 成 にあ た り ご教 示 頂 いた

お 茶 の 水 女 子 大 学 片 岡康 子 先 生 に深 く感 謝 申 し上

げ ます。 ま た, 伊 澤 や ゑ子 先 生, 今 村 嘉 雄 先生, 

高 橋 繁 美 先 生 に は, 特 に研 究 資 料 に 関 す る ご指導

を い た だ き ま した。 深 く感 謝 申 し上 げ ま す。

注(1)先 行研究 一覧

(1) 女性体育史研究会編 「近代 日本女性体育史」-自

然運動の紹介 と実践 一 日本体育社 1981.5

(2)伊 澤やゑ子 「伊澤 エイの生涯」 参歩企画

 1981.10

(3) 山田敦子, 田川典子 「伊澤 エイに関す る研究1」

 東京女子体育大学紀要第16号 1981.3

(4) 山 田敦子, 田川典 子 「伊澤エ イに関す る研究2」

 東京女子体育 大学紀要第17号 1982.3

(5)冨 川知加, 田川典子 「伊澤 エイに関す る研究3」

 東京女子体育大学紀要第19号 1984.3

(6) 奥野 知加 「伊澤エイに関す る研究4」 東京女子

 体育大学紀要第20号 1985.3

(7)奥 野知加 「伊澤エイに関す る研究5」 東京女子

 体育大 学紀要第21号 1986.3

(8)奥 野 知加 「伊 澤エイの作品に関する研究1」 東

 京女子 体育大 学紀要 第22号 1987.3

(9)奥 野 知加 「伊澤 エイの作品に関す る研究2」 東

 京女子体育大学紀要第23号 1988.3

注(2)注(10)一(2)

注(3)注(1})一(3).(4)

注(4)伊 澤 やゑ子氏所蔵 伊 澤エイの 「日記」

注(5)

(1) 伊澤 エイ 「私 の歩ん できた道」 学校体育 日本

 体育社 1955.3月 号

(2)同 上誌1955.4月 号

(3) 同上誌1955.5月 号

(4)同 上誌1955.6月 号

(5) 同上誌1955.7月 号

(6)同 上誌1955.8月 号

注(6)注(1)一(3)

注(7)注(5)一(6), p23

注(8)注(1)一(3)に よ り明 らか にされてい る。

注(9)昭 和4年10月 明治神宮 にて「モルゲ ンロー ト」

-32-



を発表

注(10) 伊澤の著書一覧

(1) 「体育 ダンス」 目黒 書店 1931.1

(2) 「体育 ダンスと唱歌遊戯」 目黒書店 1935.3

(3) 「師範大学講座体育第九巻 一体育舞 踊」 宮辺書

 店 1936.1

(4) 「現代学校体育 全集小 学校 編第 七巻-小 学校唱歌
・行進遊戯 一」 成 美堂 書店 1936.12

(5) 「師範大学講座 体育 改正体操教授要 目第五巻

 一唱歌遊戯及行進遊戯 一」 建 文館 1937.6

(6) 「学校体育指導要綱解 説一ダ ンス篇一」 日本体

 育指導者連盟編 1947.11

(7) 「学校 ダンス」 金子 書房 1950.11

(8) 「新学校 ダ ンス」 金 子書房 1954.4

(9) 「図説体育 ダンス」 新思潮社 1964.5

注(11)注(10)-(3)

注働 注(10)一(4)

注(13) 注(10)一(5)

注(14)注(10)一(6)

注(15) 注(10)一(6), p.6 R3-4

注(16)注(10)一(6), P.5 R3-5

注(17) 注(10)一(7)

注(18) 注(10)一(7), P.1 R7-8

注(19) 注(10)一(8)

注(20) 東京 オ リンピック(1964)に お ける前夜祭及 閉

 開式で のマスゲーム

注(21)注(10)一(9)

注(22)注(10)一(1)

注(23) 注(10)一(2)

 注(24) 注(10)一(9), R1

注(25) 注(4)にみ られ る。

注(26) 注(10)一(6)

注(27) 二宮文右衛門, 今村嘉雄, 大石峯雄共著 「体育

 の本質 と表現体操」 目黒書店 1933.12P.39

注(28) 上沼八郎 「近 代 日本女子体育 史序 説」 不昧堂

 書店 1978.3 P108 R12-14

主(29) 注(10)一(6), P.5

主(30)注(10)一(6), P.5 R14

主(31)注(10)一(6), P.6 R 1-2

 主(32)注(10)一(6), p6 R 7-P9

注(33) 注(10)一(6), P.31よ り解説 されている, 運動要素

 の番号 は著者が付 けた。

注(34) 注(10)一(6), P.22, P.54, p.84, p.105, P.129, 

 番号 は著者 が付 けた。

主(35) 注(10)一(1)

主(36) 注(10)一(8)

主(37)注(1)一(5), 注(1)一(8)

主(38) 田川典 子, 高橋繁美 「図説 ダンスの基本運動」

 (新 思潮社1983.7)

注(39)注(10)一(7)

注(40) 注(10)一(3)

注(41) 注(10)一(3), P.9 R11-12

注(42) 注(10)一(3), P8 R13-14

注(43) 注(10)一(7)

注(44) 注(10)一(7), p13 R12-13

注(45) 注(10)一(7), P13 R13-14
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 店 1968.3
・ 伊澤 やゑ子 「伊澤 エイの生涯」 参歩企 画

 1981.10
・ 田川典子, 高橋繁 美 「図説ダ ンスの基 本運動」

 1983.7

資料1
 伊 澤 エ イ 年 譜

明治18年(1885)5月28日 香川県綾歌郡坂 出町 に藤村九平 の5女 と して生 まれ る

明治33年(1900)3月 坂 出高 等小学校 卒業

 伊澤正次 と結婚

明治34年(1901)4月 坂出尋常小学校 勤務

 11月 小学校准教員免 許状受 く

明治35年11902)5月 山崎周信, 高橋忠 次郎監督 にて 「私立東京女子体操学校」設 立

 11月 私立東京女子体操音 楽学校 と改称

明治36年(1903)3月 高橋忠次郎, 東京 女子体操音楽学校 設立者 にな る

明治37年(1904)4月 姉 トヨ, 東京女子 体操音楽学校 奉職

明治39年(1906)12月 高橋忠次郎, 渡米

明治40年(1907)2月 東京府 よ り体操音楽学校の廃校 を命 じられ たが取 消 しとな る

明治41年(1908)3月 姉 トヨ, 東京 女子音楽体操学校校 長 とな る

 4月 伊澤夫婦上京

明治42年(1909)4月 東京女子体操音 楽学校入学
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明治43年11910)3月 東京 女子体操音楽学校卒業, 同校 勤務

 体操 音楽学 校, 日暮里村 に移転

明治44年(1911)9月 私 立東洋高等女学校勤務

大正3年(1914) この年 高橋 忠次郎, 米国 にて客死

大正11年(1922)4月 東京女 子体操 音楽学校, 東京府北 多摩郡 武蔵野村字 吉祥寺 に移転

 4月 坪井 玄道, 体 操音楽学校名誉校長 となる

 11月2日 体操音楽学校名 誉校長, 坪井玄道死去

昭和3年(1928)10月 姉 トヨ, 文部省 よ り欧米 に於 ける女子体育運動 の調 査嘱託 され る

11月 東京府 よ り ドィ ッ体育視察の命 を うける

11月4日 東京 出発

昭和4 年(1929)1月 神経衰 弱にかか る

 2月11日 フ ランスに渡 る

 2月19日 ロ ン ドンに渡 り研 修行 う

 2月24日 再 び ドイッに渡 る

 3月 姉 トヨ と共 に ドイ ツ, フ ランス, イギ リス等諸 国の体育状況を視察 し帰国す る

昭和5年(1930)10月 日本体操協会 常務 理事 とな る

昭和6年(1931)1月 「体育 ダ ンス」 目黒書店よ り発刊

 5月 姉 トヨ, ドイツよ りワル ター, プ ラン ト両名 を招 く

昭和10年(1935)3月 「体育 ダ ンスと唱歌 遊戯 」 目黒書店よ り発刊

昭和11年(1936)1月 師範大学講座 ・体育 第9巻 「体育舞踊」宮辺書房 よ り発刊

12月 現代学校体育全集 ・小学 校編 第7巻 「小学校唱歌遊戯 ・行 進遊戯」を成美堂書店 より発刊

昭和12年(1937)6月 師範大学講座 ・体育 改正体操教 授要 目解説第5巻 「唱歌遊戯 」連 文館よ り発刊

昭和16年(1941)2月 姉 トヨと共 に女子体育 振興会 よ り表彰 を受け る

昭和19年(1944)3月 東京女子体育 専門学校 に昇格

 4月 東京女子体育 専門学校 の教 授 とな る

昭和21年(1946)3月 私立東洋高等女学校退職(34年 と7ケ 月間勤務)

 4月 私 立藤村中学校 ・藤村 高等女学校 副校 長 とな る

 11月 学校 体育指導要綱調査委員 となる

昭和22年(1947)3月 学制 改革によ り藤村女子 中学校設置

 10月 「日本 体育指導 者連盟編 ・学校体育指導要 綱解 説(6)ダンス編」 を目黒書 店よ り発刊

昭和23年(1948)1月 学校体育研 究会委員 を委 嘱され, る

 2月 学校制 改革によ り藤村女子高等学校設 置, 新制 中学校を 併設す る

 7月 東京 文理科 大学体育研究室編 「新小学校体育 ・下巻第6章 ダ ンス」 を教 育科学社よ り発刊

昭和25年(1950)・4月 東京女子体育短 期大学 に昇格 と同時 に理事 とな る

昭和25年(1950)4月 日本体育指導者連盟理事 となる

 11月 「学校 ダ ンス」金子書房 よ り発刊

昭和26年(1951)3月 組織 変更に伴い東京女子体育短期大学教授 とな る

昭和29年(1954)4月 「新 学校 ダンス」金子書房 よ り発刊

 5月 エイ他5氏 共著 「中学校女子体育 」日本体育社 よ り発刊

昭和30年(1955)1月18日 姉 トヨ死去, 生前の功 によ り勲5等 瑞宝章 を受 く

 8月 藤村学 園東京女子体育短期大学学長就任

昭和31年(1956)4月 日本女 子体育連 盟副会長就任

 4月 東京都 体操協会 副会長就任

昭和32年(1957)4月 関東体 操協会 副会長就任

昭和34年(1959)5月 東京都知 事よ り教育功労者 と して表彰 される

昭和36年(1961)6月 東京女 子体育短 期大学吉祥寺校舎 より国立校舎 に移転 始ま る

昭和37年(1962)1月20日 付東京女 子体育 大学設置認 可を受 ける

 3月 エイ創作 による リズム体操発表 され る1日 本体操協会制定)

 4月 東京女子体育大学初代 学長就任, 短期大学学長兼任

昭和38年(1963)1月 日本体操協会副会長就 任

 4月 関東体操協会顧 問就任
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4月 東京 都体操協会顧 問就任

9月 日本学士会名誉 会員 に推薦 され る

10月 日本 学士会 よ りアカ デ ミア賞受 く

昭和駒 年(1964)5月 「図説体育 ダ ンス」新思潮社 より発刊

 10月 教育 功労 によ り藍綬褒 賞受賞

 11月 日本 体操協会 によ り日本体操界への貢献 によ り平沼賞を受 く

昭和40年(1965)1月2日 日脳 出血の為死去, 生 前の功 によ り勲3等 瑞宝賞 を受 く

資料2 伊 澤 エ イ の 作 品 一 覧
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(注) NO.2～NO.39, No.50, No.201～No.217が 分 析 対 象

作 品
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